
株式会社 十三湖ファーム（青森県北津軽郡中泊町）
～ スマート農業で熟練の技を大規模経営に継承 ～

組織の概要 （R元現在）
・代表者：平山 智久
・出資者数：3名
・経営面積：142ha
・主要作物等:水稲128h
a,食用馬120頭株式会社十三湖ファームは、地域農業の担い手2戸の経営体が、規模拡大と効率的かつ安定的な農業経営を目指して平成

25年8月に設立。
事業の実施により、区画を１～1.2haに拡大。大区画化・汎用化されたほ場を含む農地（142ha）を事業の推進に取り組みなが
ら集積・集約化。

①スマート農業の実践
スマート農業実証事業を通じて津軽地域での適用技術を見極め、地域全体へ普及するための先導的役割を果たしている。
規模拡大や労働力減少の中で、自動化等による省力化・効率化と熟練の技に左右されない安定した収量を確保した大規模経
営に取り組む。
②後継者不在農地に対する地域の受け皿としての規模拡大
受け手のない農地を積極的に受け入れ規模拡大を続け、地域の農業・農地を維持。
ほ場整備事業での換地計画により経営する農地を連担化・集積し、営農の効率化を図っている。
③畜産と稲作の複合経営
複合経営による体質強化のため食用馬120頭を飼養し、稲わらの有効活用と堆肥の施用により、経営の安定化と循環型農業を
実践。
④「大地の恵ですくすくと」地域のこども園と米提供の協定締結
園児たちの元気な成長を願って、中泊町産の安心・安全で美味しいお米を食べてもらおうと、本法人が「こども園“こどまり”への主
食米の提携に関する協定」を締結。

取組の内容

取組の経緯

【ポイント】
①スマート農業で熟練の技を大規模経営に継承すべく、実証事業を通じて地域全体へ普及するための先導的役割。
②後継者不在農地に対する地域の受け皿としての規模拡大と、ほ場整備事業を契機とした農地の連担・集積、営農の効率化。
③畜産と稲作の複合経営により、経営の安定化と循環型農業を実践。

従来式
動力散布

スマート農業
ドローン散布

作業員 5人 3人

作業時間 136分/ha 12分/ha

取組前
（Ｈ27）

取組後
（Ｒ元）

経営耕地面積 118ha 142ha

自動直進田植機による田植え

食用馬の飼養

国営かんがい排水事業
・地区名：津軽北部二期
・工期：H27～R5
・受益面積：6,189ha
・主要工事：

基幹施設改修１式

県営経営体育成基盤整備事業

・地区名：十三湖
・工期：H27～R7
・受益面積：1,141ha
・主要工事：整地工等



株式会社十三湖ファームの活動状況 
        
                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法人の役員。左から野上取締役、平山
代表取締役、平山取締役。 

食用馬の飼育 小学生へ自動給水栓の説明 スマート農業実証事業「食味・収量測定コン
バインの説明」 

スマート農業実証事業「自動直進田植機の実演」 スマート農業実証事業「無人ロボットトラク
タ（右）による耕起」。有人トラクタ（左)
による耕起と監視。 


